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動的なオルガネラコンタクトネットワーク制御機構の解明 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

本さきがけ研究では、細胞内におけるオルガネラネットワーク形成状態を解析する際に有用な可

視化ツールの開発に取り組んでいる。今年度は特に、脂質ナノプローブ on demand作製法の確立

と本技術シーズに関する特許申請に注力した。まずは FACSアナライザーの光学フィルターを調

整することにより、ナノボディとリポソームとの結合実験に用いるリポソームの種類を最大 7色までの

同時解析を可能にした。この最適化された実験系を、膜脂質と結合するタンパク質の効率的な単

離スクリーニング手法 CLiB assay (On Cell Surface Liposome Binding assay) として、特許申請を

完了した。次に、これまでに単離したクローンを指向性進化することで、脂質結合能や脂質結合選

択性が改善されることを確認した。さらに脂質結合に特化したナノボディライブラリーを作製するた

め、アミノ酸配列パターンから脂質結合能を効率的に予測する機械学習を組み合わせた解析にも

着手した。まだ改善の余地はあるが、これまでのところ高い確率でナノボディの脂質結合能を予測

出来るようになりつつある(さきがけ領域内共同研究)。 

オートファジーの分子機構に注目し、細胞内の高次構造体が膜上でどのように制御されているの

かに関する解析も行った。オートファジー関連(ATG)分子の一つである ATG3は N末端に両親性

αヘリックスを有しており、そのユニークな物性が ATG3を含む高次構造体の膜上でのダイナミック

な制御に関わっていることを見出した 1)。また、ATG8の N末αヘリックスが膜と相互作用し、オー

トファゴソーム膜伸張に関与することも明らかにした 2)。 
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